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気候変動は主として化石燃料を燃焼するさいに排出されるCO2の排出によって引き起こさ
れ，いまやこの化石燃料は世界の一次エネルギーの85%以上を占めている．気候変動を
緩和する戦略は，経済・社会活動をいかにコントロールしてエネルギー使用，つまり化石
燃料の消費に影響を与えるかということと密接に関連している．

本書は気候変動対策の検討と評価にさいして縦のバランス(対策の費用とその便益のバ
ランス)と横のバランス(気候変動対策とエネルギー安全保障や経済とのバランス)の両視
点から総合的に考察している．本書に示された分析結果とさまざまな気候変動問題に対
する考え方が，気候変動対策の効果的実施の困難性を理解するうえで大いに役立つこと
を確信している．
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